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＜病棟連絡事項＞
・Aユニットドア修理依頼中。修理できないようであれば、西病棟テンキードアと交換行うよう赤坂SGMより指示。対応お願いします。


＜東病棟入室状況＞
【入院】
・若松　静子様～東病棟Bユニット1号室へ任意入院。

・小栗　健太郎様～東病棟Aユニット13号室へ医療保護入院。

【転出】
・豊川　京子様～南A114へ転出となる。

・相内　京子様～南A124へ転出となる。


＜患者様連絡事項＞
・澤口　利香様～ロキソプロフェンＮａ錠６０ｍｇ  疼痛時　30回分　 
レボトミン錠５０ｍｇ 1 錠  不穏・不眠時　30回分　
デエビゴ錠５ｍｇ 1 錠  不眠時　30回分　処方。

・藤井　崇史様～不穏・興奮時レボトミン錠25mg　2T ＋ トリヘキシフェニジル2㎎ 1T　5回分処方

・東野　愛様～ハップスターＩＤ７０ｍｇ　　７枚／袋 1 袋

・村山　常蔵様～便秘時ピコスルファートＮａ内用液0.75％「ｲﾜｷ」10ｍｌ/本 1 本 

・山本　静子様～食事摂取量低下、嚥下機能不良な為、本日～エンシュア・リキッド（昼食後）4日分
[bookmark: _GoBack]7/4よりＹＤソリタ－Ｔ３号輸液500ｍＬ　2袋/日　3日分

・川井　真路様～主治医・家族面談。7/5　14時30分　特診にて予約。
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他患者への迷惑行為あり早めに開放観察終了している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。妄想用言動あるも不穏さなく過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・村井　淳二様～YDソリタT3+ラクテック500ml→YDソリタT3+YDソリタT1に変更。
タゾピペ静注用【4.5ｇ】1 瓶  　
生理食塩液ＰＬ「フソー」　100ｍL 1 瓶  点滴注射　
3回(02:00, 10:00, 18:00)～7/9処方。
主治医より長女様へ連絡酸素状態、意識レベルとも悪化傾向であること報告。面会希望あり、病棟に調整おこなうよう依頼。

＜船場Dr診察＞
・山本　邦子様～水様便続いている為、ミヤBM　3包/日　7日分処方。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和5年7月3日　　14：54
　氏　　名：若松　静子（わかまつ　しずこ）様
　生年月日：昭和30年5月12日
　病　　名：アルコール性認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：菅野Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　
　＜経過＞
　初飲は5歳の頃で、親より少し貰う程度で
　あった。20歳以降機会飲酒程度で経過して
　いた。38歳の頃に夫が自殺(会社の人間関
　係が原因)。以後、気持ちの落ち込みや寂
　しさなども感じていた。塞ぎこむような様
　子もみられていたため、近隣に住んでいた
　親族が都度声がけをしているような状態。
　初めは寂しさから飲酒していた部分もあっ
　たが、飲酒自体が本人の楽しみの一つとな
　っている。これまで飲酒量はあまり変わら
　ずに経過しており、日中から飲酒すること
　はなかった。自身の子供たちからは、飲酒
　について都度指摘を受けていたが飲酒量は
　減らずに経過。
　令和5年3月頃より、食欲がなく食事を摂ら
　ずに飲酒のみしているような状態となって
　いた。同時期に、夜に居るはずのない人が
　見えたと話すことや財布を無くしたと思っ
　たら、翌日元の場所に置いてあったことも
　あり、現実には起こらないことが起きてお
　り本人も自身が変だと感じ当院受診。断酒
　するも幻視・幻覚症状続き入院希望あり。
　R5.7.3東病棟へ任意入院となる。

②日　　時：令和5年7月3日　　15：25
　氏　　名：小栗　健太郎（おぐり　けんたろう）様
　生年月日：平成15年10月27日
　病　　名：対人関係障害
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
　
　＜経過＞
　R5.5.25 青南病院退院。同日、
　宿泊型自立訓練施設 青山荘入所。
　入所2週間後より、 施設プログラ
　ムに「ついていけない」などと訴
　え、プログラムへの参加拒否が目
　立ち始める。
　R5.6月末頃より、青山荘スタッフ
　への猜疑心・攻撃性を言語化する
　頻度が増える。
　R5.7.3 青山荘スタッフより電話
　連絡。深夜に2階の自室から、テ
　ーブル・扇風機・衣装ケース等
　を窓の外へ投げる事があったと。
　自身、「青山荘に居たら、もっと
　違う事をするかも知れない」等と
　語り 他者への敵意・攻撃性・猜疑
　心が前景化。(自傷行為・破壊行為
　)に至る可能性ありR5.7.3東病棟へ
　医療保護入院となる。

